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1．研究背景：近代以前の韓国の女性たちには「良妻」か「悪妻」かの二者択一の生
しか生きられなかった。ほとんどの女性は、男性中心社会が作り上げたあらゆる社会規
範、とりわけ「婦道」を立派に守り抜くことによって「良妻」になろうとした。また、
そうした女性を社会は積極的に賞賛し、理想の女性像として美化した。しかし、そのよ
うな生き方に疑問を抱き、抵抗した人も少なからず存在する。例えば、眞德女王、於乙
于同、張綠水、金介屎、張禧嬪たちは、美貌と性的魅力、そして権力で男性の人生を狂
わせ、破滅へと引きずりこんだ典型的な「悪女」として名高い。無論、社会は彼女たち
を厳しく処罰し、儒教規範を壊した手本とした。つまり、「悪女」は良妻の価値を高める
ための道具として利用されていたのである。しかし、近代化とともに自由恋愛思想が到
来し、女性たちは妻や嫁、母であるためではなく、生身の女、人間であるという存在と
して認識されるようになってきた。しかし、それはあくまでも理論の世界であって、現
実の女性は依然として家や子供、親のために生きる存在に過ぎなかった。そうした社会
に強く矛盾を抱いた人たちを中心に、儒教の呪縛から女性を開放すべく男女平等に基づ
く近代的な教育を受けさせるなど女性解放運動が展開された。しかし、女性の自立や権
利などが主張されても、女性の生きる場を家庭に留める伝統的な価値観が依然と健在し、
女性にはあくまでも儒教的価値観や世界観が求められていた。 それゆえ、自由恋愛や男
女平等を主張する新しい女性たちの意識と行動は常に社会と対立し、様々な葛藤を生ん
だ。新聞や雑誌などジャーナリズムは、不倫や離婚、同棲を繰り返しながら、旧習にと
らわれない生き方を実践する新しい女性たちを取り上げ、彼女たちを社会のルールをは
み出した女、すなわち「悪女」として非難した。 
 
2．研究目的：そこで本論文では、韓国近代文学に描かれた「悪女」を手がかりとして、
儒教の呪縛に縛られていた女性たちが如何にして男性たちが作った儒教規範を打ち破り、
一人の人間として目覚めていったのか、その過程を可能な限り明らかにすることによって
「悪女」と名指された女性が単なる悪女ではなく、韓国の近代化になくてはならない存在
であるという事実を浮き彫りにした。 
 
3．研究内容：上記の目的を達成すべく、本論文は序章「儒教社会と女性」と、第一部「新
女性の結婚と仕事、そして愛」、第二部「下層社会と性、そして妖婦型女性の誕生」、第三
部「男性を去勢する花柳界の女性」、そして結章「家父長制を揺るがした女性たち」という
構成を取っている。具体的な内容は以下の通りである。 
第Ⅰ部では、田榮澤『運命』（1919）と廉想渉『除夜』（1922）、そして李光洙『再生』（1925）
を手がかりとして、男女平等に基づく近代教育を受け、女性の自立と地位向上を目指して
活動した新女性たちを、なぜ社会は社会のルールをはみ出した悪女と批判したのか、その
過程を明らかにすることによって、新女性が求めてやまなかった恋愛と結婚、そして仕事
の実態を浮き彫りにした。 
第Ⅱ部では、金東仁『甘藷』（1925）と羅稲香『水車小屋』（1925）、そして李泰俊『五夢
女』（1925）を手がかりとして、文明開化から排除された「底辺の女性」たちが貧しさゆえ
に不倫や売春を行い、その過程の中で閉ざされていた性を偶然の機会に知り、その束縛を
解き放っていく実態について論じた。 
第Ⅲ部では、玄鎮健『懐かしい瞋らした眼』（1924）と李箱『翼』（1935）、そして安懐南
『愛人』（1939-1940）を手がかりとして、結婚制度の枠からはみ出した生を生きる妓生や
遊女、女給といった「花柳界の女性」を取り上げ、彼女が求めた自由恋愛の真実について
論じた。 
結章では、「悪女」の役割や価値観、位置づけなどが時代とともに変化していく姿を、現
代のテレビドラマの中に描かれた「悪女型」キャラクターを手掛かりとして浮き彫りにし、
その「悪女型」キャラクターが持つ社会的意味と文化的価値の新たな解釈を試みた。その
結果、次のような事実が浮き彫りにされた。 
一つ目は、「男尊女卑」に基づく儒教的教育から、男女平等や自由恋愛思想といった新し
い教育を受けた「新女性」たちは、女性の地位向上のために封建的な結婚制度の打破を主
張し社会的に物議を醸した。しかし、彼女たちが行った女性解放運動は儒教道徳という名
の下で長い間抑圧されていた性の解放と結びつき、「新女性」たちは不倫や姦通、裏切りの
行為を行うことによって結婚制度という枠からはみ出そうとした。 
二つ目は、三度の食事にもありつけない貧しい生活のためにやむを得ず不倫や売春を行
っていた「底辺の女性」たちが、その過程で偶然目覚めた本能にあくまでも忠実に生きる
ことによって結婚の枠にとらわれない自由な男女関係を求めた。 
三つ目は、結婚制度の枠からはみ出した存在である妓生や遊女、女給といった「花柳界
の女性」たちは、一般女性に先駆けて自由恋愛を実践するなど、当時の女性の生き方に影
響力を行使したばかりでなく、男性を去勢することによって結婚制度の枠の中に入ろうと
した。 
 
4．研究意義：以上は、いずれもそれまでの韓国社会では決して許されることのできな
かった女性たちであり、世間は彼女たちに対して「婦道」をはみ出した「悪女」と手厳し
く批判した。しかし、彼女たちが揺るがした儒教規範は元に戻ることはなかった。むしろ、
儒教規範に縛られ、その中に安住するしかなかった女性たちをその呪縛から解き放してく
れる契機となった。とすると、「悪女」と批判されていた女性たちは、実は男性中心社会が
作り上げたモラルに抵抗した「はみ出し者」にほかならない。本論文によってそれを明ら
かにすることができた。                          以上。 
